は、 壬 生 狂言が あると いうので、 洛内で は 噂 とりどり 

であった。 そうして 嵯峨 の嵯峨 念仏 は、 数日 前に 終 

わって いた。 

そういう 酣の 春であった。 

この 野路の 美し さよ。 

ぼ け しどみ 

木瓜の 花が 咲いて いる。 攄の 花が 咲いて いる。 

こごめ 

※花 〔# 「米 + 屑」、 484- 下 の 花が 咲いて いる。 そう 

うずら 

して 畑に は 麦が 延びて、 巣 ごも リを している 鶉 達が、 

いうと ころの ヒヒ 鳴き を 立てて いる。 

農家が パ ラバ ラと 蒔かれて いたが、 多く は 花に 包ま 

れ ていた。 白 いのは 木蓮 か 梨の 花であろう。 赤紫に 見 



だ じょうだい じん 

太 政 大臣の 上に 坐し、 一 ノ上 とも、 一 ノ人 とも、 一 ノ 

所と も 申し 上ぐ る 御身 分、 百姓の 模範た るべき お 方で 

ある はず だ。 従って それにお 仕えす る、 諸 家臣 方に お 

かれても、 等しく 他人の 模範と して、 事 を 振舞いな さ 

るが 当然。 しかるに 何 ぞゃ娘 を 捉え、 淫 がましい 所業 

をな さる！ いよいよ お恥じな さるが よい」 

ゥン とば かりに 遣り込めた。 

こう 云われたら 〔# 「云われたら」 は 底本で は 「云 はれ 

たら 匕 一言 もな く、 引き 下る かと 思った ところ、 事 は 

案外に 反対と なった。 五 人 刀 を 抜き つらね、 秋 安へ 

切って かかった ので ある。 



「関白の 説明 汝に 聞こう か！ 地下 侍の 分際で、 痴が 

ましい こと は 云わぬ がよ い。 ここに 居られる の は 殿下 

の 寵臣 〔# 「寵臣」 は 底本で は 「籠 臣」 r 不破小 四 郎行春 

様 だ。 廻 国風の その 娘に、 用 あれば こそ 手 を かけた の 

だ！ じゃま 立てす るから に はよう しゃ はしない、 

おのれ 

汝 犬の ように 殺して くれよう！」 

一 人が 飜 然と 飛び込んで 来た。 

身 を ひるがえした 秋 安 は、 太刀 を 抜いた が横ッ 払つ 

た。 殺して は 後が 面倒 だ、 そう 思った がた めであろう、 

腰の 支 を 平 打ちに 一 刀！ 

「ゥ —— ム」 と 呻いて ぶつ 仆れ る。 



これが 秋 元の 心 持であった。 従って 伏 見 桃 山の 栄華 

や、 聚 楽の 豪奢に 対し て も、 全くのと- J ろ 風馬牛で あ つ 

た。 

と は 云え 関白 秀 次の 態度 —— すな わち 兇暴と 荒淫と 

の、 交響楽 じみた 態度に ついては、 苦々 しく 思って い 

た。 

「今に あの 卿 は 亡ぼされる であろう」 と、 人に 向かつ 

て 噂な どもした。 

そういう 秋 元の 子であった。 秋 安 も 閑雅の 人物で 

い いさ さちよ ラ いさい 

あつたが、 若いだ けに 覇気が あって、 飯 篠長威 斎の 剣 

法 を 学び、 極意に さえ も 達して いた。 



それで あれば こそお 紅と いう 娘 も、 貧しい 貧しい 廻 

国風の 姿に、 身を悄 して はいる けれど、 藤た けいまで 

に 〔# 「藤た けいまでに」 は ママ〕 品位が あり、 容貌が 打 

ち 上つ て 見える ので あ つ た。 

素性 を 聞いた ために 秋 安が、 いよいよお 紅と いう 娘 

に対して、 いわれぬ 愛着と 尊敬と を、 感じた こと は 言 

うまで もな い。 

で、 幾度 も 頷いた が、 

「いずれ 由緒 あるお 身の上と は、 最初から 存じて 居り 

わす. W 力た み 

ましたが、 そのような 名家の 遺兒と は、 思い及び も 

致しませんでした。 そういうお 方 をお 助けした こと は 



そういう 眺めと 云わなければ ならない。 

と、 鼓の 音が した。 秋 元の 居間から 聞こえて くる。 

つれづれの ままに 取り出して、 秋 元が 調べて いるので 

あろう。 曲 はま さしく 敦 盛であった。 一 つ 一 つの 鼓の 

音が、 春の 夜に 螺鈿で も 置く ように、 鮮やかに 都雅に 

抜けて 聞， J える。 

秋 安と お 紅と は 顔 を あげたが、 じっと その 耳 を 傾け 

た。 

と、 自ずから 眼が 合った。 

「まずお 聞きな さり ませ」 

眼 を 見合わせた 一 瞬間に、 秋 安 はお 紅の 眼の 中に、 



治まって は 居ります ものの、 洛中に さえ 乱暴者 はい ま 

ちみもうりょう 

す。 まして や 他国へ 出ましたならば、 魑魅魍魎 にも 劣 

るよう な、 悪漢 どもが 居りまして、 よくない こと をい 

たしましょう。 で、 そのような 危険な 旅へ、 好んで お 

出かけな さるよりも、 ここに 止まりな さり ませ。 私 こ 

きたば たけち かふ さ 

と は 土地の 豪族で、 先祖 は 北 畠 親 房 で、 名家の 末に ご 

< らし 

ざり ます。 家の子郎党 も 多少 はあり、 家の 生活 も不自 

ひろ 

由 はせ ず、 父 は 学究で ござりまして、 心 も 寛く 親切で 

も あり、 そうして 私と いたしましても、 自分で 自分 を 

褒めます の は、 ちとお かしく は ござり ますが、 まず 悪 

人で は ござり ませぬ。 名家の 遺児の 貴方 様 を、 ここで 



どのように 北 畠 一家の 者が、 そのお 紅 を 保護した 所 

で、 守り 切れない こと ともなろう。 

しかし、 お 紅に も 秋 安に も、 そういう 形勢 は 解って 

いた。 

「もしもの ことがあろう ものなら、 潔よ く 自害 をいた 

しま T9」 

九燔の 星の 紋所の 付いた、 懐刀 をお 紅 は 秋 安に 示し 

て、 そういう こと を 云ったり した。 

が、 ともかくも 五日 十日と、 その後 無事に 日が 流れ 

こまやか 

て、 二人の 恋 は 愈々 益々、 その 密 さ を 加えて 行った。 



「さすが は 聡明の 不破殿 だ、 よい 所へ お 気が 附 かれた」 

座に 集まった 一 同の 武士 は、 即座に 同意 をして し 

まった。 

「しかし」 とこの 時 一人の 武士が —— 栃木 三四郎 とい 

わか ざ むら い 

う 若 武士で あつ たが ちょ つ と 不安そう に 首 を 傾げ 

ニゃゝ , 

た 力 

こうぞうす 

「目下 伏 見から 幸 蔵 主 殿が、 太閤 殿下のお 旨 を 帯して、 

じゅらく 

聚楽 にご 滞在な されて 居られる。 この 際 そのような 振 

舞い をして、 よろしい もので ござろう かな？」 

「いや 大丈夫、 大丈夫」 

もん や 

こう 云いながら 手 を 振った の は、 桃 ノ井紋 哉と いう 



若い 武士であった。 

「幸 蔵 主 殿 は 私用との ことで、 何も 恐れる に は 及ばな 

い。 それに 我 君と 幸 蔵 主 殿と は、 幼少の 頃からの ご懇 

親で、 万事に つけて 聚 楽のお 為 を、 以前から お計らい 

下されて 居られる。 悪い ように は覚し 召すまい」 

「いやいや 一 考 する 必要が ある」 

こう 意議 〔# 「意 議」 は ママ〕 を はさんだ 武士が あつ 

かしまき んさく 

た。 加嶋欽 作と いう 若 武士で ある。 

「女ながら も 幸 蔵 主 殿 は、 太閤 殿下の 懐中 刀で、 智謀 

すぐれて 居られる とのこと、 なかなか 油断 は 出来ます 

まい」 



頼に 家督 を とらせた いと、 淀 君 も 思えば 秀吉も 思 つ た。 

自然 秀 次が 邪魔になる —— というの が 原因の 第二で も 

あった。 

秀吉 との 不和 は秀 次に とって は、 何よりも 恐ろしい 

ものであった。 で、 甘心 を 買おうと した。 それ を 中に 

い て 斡旋した のが 他なら ぬ 老女の 幸 蔵 主で あ つ た。 

その 幸 蔵 主が 忍ぶ ようにして、 伏 見の 秀吉の 居城 か 

ら この 聚 楽へ 来たので あった。 

そうして 何やら 幸 蔵 主 は、 秀 次に 旨 を 含ませた らし 

ヽ o 

レ 

どういう 旨 だか 解らない。 



せんごく すすき だは やと 

仙 石 権兵衛 だの 薄 田 隼 人 だのが、 肩 や 肘 を 張って 詰め 

ていたよ、 しかし そいつの 話と 来て は、 お 話に も 何に 

もなら なかった。 女の 話ば かりして いるの だからな。 

ところで 秀吉 はどう かとい えば、 例の 淀 君め を 相手に 

して、 これ もや はり たわいな いこと を、 話して いたと 

いう もの さ。 と、 声が 聞こえて きた。 

『 …… 幸 蔵 主に 胸 を 〔# 「胸 を」 は ママ〕 含まして おい 

た。 大方う まくやる だろう。 …… そう 心に かけない が 

よい。 …… 実子 は 俺 だって 可愛い いからの …… 』 

秀吉が 淀 君へ 云った のさ。 すると 淀めが 笑い出し 

たつけ。 —— これ だけ 聞けば 用 はない。 で 城から 抜け 



出した が、 その 時 つくづく 思った もの だ。 ナニ 秀吉の 

寝首な ど は、 搔 こうと 思えば 搔 ける もの だとな。 …… 

秀吉 だと 云った つて 人間 だ、 油断 も あれば 隙 も あると 

な。 …… それから 俺 は 念のために、 石 田 治 部め の 屋敷 

な 力 もリ 

へ 忍んだ。 すると どうだろう 増 田 長 盛め が、 ちゃんと 

遣って 来て いるで はない か。 

『幸 蔵 主 殿の 甘言 を 以て 秀次君 をお びき 出し、 城 中で 

詰 腹 を 切らせましょう』 

『いやいや 我 君のお 眼に 入れて は、 血縁の ある 伯父 姪 

〔# 「姪」 は ママ〕 で ござる。 いっそ 途中の 伏 見 街道で、 

お腹 を 召さす がよ ろしかろう』 



が、 そういう 取りな しに 答えて、 怨みと 憤りに 充ち 

たような、 狂気 じみた 声が 聞こえて きた。 

それがし 

「いやいや せっかくの ご 忠告で は あるが、 某に おい 

て は あきらめられん。 …… あまりと 云えば 〔# 「云えば」 

は 底本で は 「云へば」〕 横暴で ござる！ 某より 殿下へ お 

願いした ところ、 よかろう よかろう 好きな 女が あるな 

ら、 余が 懇望 だと 申して 連れて来い。 その上で 其方に 

くれてやろう。 —— で、 某 は 使者と いう 格で、 北 畠 家 

へ 押して 行き、 あのお 紅 を 引き上げて 来た。 …… と、 

どうだろう 殿下に おいて は、 これ は 以外に 美しい。 

^室の 一 人に 加えよう。 こう 仰せられて 手放そうと は 



四 人 を 瞬間に 打って 取った、 覆面の 武士の 腕の冴え 

に は、 形容に 絶した 凄い ものが あった。 

と、 その 武士が ッと 進んだ。 

「小 四郎！ 不破！ 極悪人め！ よくもお 紅 殿 を 

奪った な！ 某 こそ は 北 畠 秋 安！ 怨み を 晴らしに 

やって来た。 お 紅 殿 を 取り返しに やって来た！ 観 

念！」 

とば かり 切り込んだ。 

「出合え！ 曲者！」 と 叫んだ が、 不破小 四 郎は見 苦 

しく も、 主 殿 を さして 逃げ出した。 

「逃げる か！ 卑： K! 何で 遁 そう！」 



くない ことと 存じます。 しかし」 

とこ こまで 云って 来て、 木 村 常 陸 介 は 叱る ようにつ 

づけた。 

つわもの 

「聚楽第に は 強者 も ござる。 貴殿お 一 人に 荒らされる 

ほどの、 不用心の こと は 致して 居らぬ！ あまりに 自 

己 をお 頼みな さるな！ また それほど にも 聚楽第 を、 

力 弱き ものと お思いな さるな！」 

しかし またもや 優しくな り、 慰める ような 口調と 

なった。 

「余計な こと は 申しますまい。 某 をお 信じな さり ませ _ 

某 必ずお 紅 殿 を、 無垢の 処女と して 聚楽第から、 貴殿 



「はい」 と 云った ものの 近寄ろうと はしない。 あべ こ 

ラ しろ 

べに 葛 葉の 背後へ 隠れて、 体 を 縮める ばかりであった。 

「何も 恐れる こと はない。 取って 食おうと は 云って い 

ない。 可愛がって やろうと 云って いるの だ。 参れ！ 

厭かな？ 厭な こと は あるまい」 

秀 次はヒ ヨロ ヒ ヨロと 立ち上つ たが、 千浪の 方へ 歩 

き 出した。 

と、 そういう 様子 を 見て、 血相 を 変えた 女が ある。 

他なら ぬ 愛妾 葛 葉の 方で、 かばうよ うに 千 浪を蔽 うた 

力 

お ま ► J 

「許して おやり 遊ばし ませ。 まだ この 子 はほんの 処女 



「邪魔 をす るか！」 

「はなして おやり 遊ばし ませ」 

r 其方 こそ 放せ！ 手 を 放せ！」 

「上様、 お 慈悲に ござります」 

「ふん」 と いかにも 憎々 しく、 秀次は 鼻 を 鳴らした が 

さ つ き 

「先刻 自害 をした 女の ように 其方 も 自害 をしたい そう 

な」 

「い つ そお 手に かけて 下さり ませ」 

「望み か！」 と 云う と秀次 は、 ドンと 片足 を 持ち上げ 

たが、 ゥン とば かりに 蹴仆 した。 

と、 悶絶 をす る 声が した、 胸 を 蹴られた 葛 葉の 方 は 



円頂 黒衣 鼠色の 衣裳、 手に 珠数を つまぐつ ている。 

眉 長く 鼻 秀で、 額 は 広く 頤は 厳しい。 澄んで はいるが 

鋭い 眼、 頰に 無数の 皺 は あるが、 かえって 顔 を 高貴に 

している。 

こうぞうす 

これ h J そ 女傑 幸 蔵 主 であった。 

「相変わらずのお 亜1 戯で ござります か」 

あたかも 子供で も あしらう ように、 こう 秀 次に 云い 

かけた が、 咎める ような 調子はなくて、 なだめる よう 

な 調子が あった。 そうして それが 大広間の 殺気と、 秀 

次の 兇暴の 心 持と を、 平和な 甘い ものにした。 

「幸 蔵 主の 姥か」 と 鼻白んだ ように、 秀次は 千 浪の手 



能弁の 幸 蔵 主 

しばらく 幸 蔵 主は秀 次の 顔 を、 まじろ ぎ もせずに 見 

ていたが、 いかにも いたわし さに 堪えない ように、 い 

た わるよう に 話しかけた。 

わ-こし じゅらく 

「妾が 聚 楽へ 参りまして この 方、 繰返し 繰返し 申し 

ましたが、 まだ ご 決心が 付き ませぬ そうな。 よくない 

ことで ござり ますよ。 早う ご 決心 をな さり ませ。 伏 見 

へお でかけな さり ませ。 そうして ご 弁解な さリ ませ。 

太閤 殿下と 貴郎 様と は、 血縁の 伯父 姪 〔# 「姪」 は ママ〕 

では ございませ ぬか。 親しくお 二人が お逢いな されて、 



可愛ら し い 和兒様 で ) /ざり ます。 そうい う 可愛ら し い 

和兒 様に 何で 噓 など 申しましょう」 

「行こう 行こう、 伏 見へ 行こう！」 

子供の ように 他愛なく、 こう 秀次は 甘える ように 

云った。 

は はじゃび と 

「俺に もお 前 は 懐かしい。 母 者 人の ような 気持が する。 

俺 はお 前の 云う 通りに なろう」 

「ようご 決心な されました」 

「伏 見へ 行こう！ 明日に も 行こう」 

秀次は 決心 をした ので ある。 

と、 幸 蔵 主の 眼の 中へ、 憐愁の 情が チラ ツイた が、 



直ぐに さり 気な く 消して しま つ た。 

一 一人 はしば らく 無言であった。 

と、 聚楽第の 一 所から、 人が 斬られで もした ような、 

悲鳴が 一 声 聞こえて きた。 

そば 

不意に 立ち上った 幸 蔵 主 は、 ス ルス ルと、 欄干の 側 

へ 行った。 で、 悲鳴の した 方 を 見た。 

おも. P 

主 殿と 廻廊で つながれ ている 奇形な 建物の 方角から、 

どうやら 悲鳴 は 聞こえた らしい。 

で、 そっちへ 眼 を やった が、 

「今夜 はこれ で 三人 斬られた。 …… それにしても 奇形 

な 建物 は、 何 を 入れて 置く 建物な のであろう？」 



滑石の 浴槽の 縁 を あ ふ れて、 床へ ダブ ダブ と こぼれて 

たかみ じょうご 

いる。 その 傍らの 壁の 高所に、 銀製の 漏斗 型の 管が 

しぶき 

あって、 そこから 香水の 霧水沫 が、 絶 間な く 部屋へ 吹 

き 出して いる。 が、 浴槽 は呂宋 織りら しい、 男女 痴遊 

タピ— 

の 浮 模様の ある、 垂 布の 向う側に あると ころから、 ハ ッ 

キリ 見る こと は 出来なかった。 更に 部屋の 一所に、 一 

人 寝の 寝台が 置いて あった。 張られて あるの は 天鵞※ 

〔# 「糸+ 戊」、 510- 下？^ であって、 深紅の 色 をな してい 

た。 が、 尋常の 寝台で はなく、 一 度 その 中へ 寝よう も 

のなら、 リズム を もって 上下へ 動き、 寝て いる 人の 愛 

慾 を、 自然に そそる ように 出来て いた。 寝 部屋の 天井 



「ああ 妾 は 咽喉が 乾いた。 水 注の 水 を 飲む ことにしよ 

う」 

うる 

で、 咽喉 を 潤お した。 

しかしお 紅 は 知らなかった。 それらの 食物 や 水の 中 

に、 愛慾 を そそる XX 質が —— 麝香と か、 芫花 とか、 

うよ リ よう ようきせ き くはい ばと れい ろろ 

禹余糧 とか 陽 起 石と か、 狗背 とか、 馬 兜 鈴と か、 漏 蘆 

などと いうそう いう X X 質が、 雑ぜられて あると いう 

こと を。 

ただお 紅 は 飲食 をした ため、 にわかに 体が 活々 とな 

り、 元 気づいて 来たと いう ことと、 恍惚と した 甘い 気 

持が、 心に 湧いた という こと を、 感ずる ことが 出来た 



までで あ つ た。 

「体が 汗に ぬれてい る。 妾 は 風呂へ 入る ことにしよ 

う」 

で、 お 紅 は 立ち上つ たが、 念のために 部屋の 中 を 見 

廻して みた。 

が、 誰も 見て いない。 

で、 そろそろと 帯 を 解いて。 一枚々々 衣装 を 脱ぐ、 

花の 蕾が 萼 から 花弁と、 —— 一枚々々、 一枚々々 と I 

I だんだん ほぐれて 行く ようで ある。 

と、 雌蕊が 現われた。 処女の 肉体が 一 糸 も 纏わず、 

白く 艷々 とむ き 出された ので ある。 



見え 做される。 

だが お 紅 は 知らなかった。 浴槽の 緑の 湯の 中に、 

くん リく うやく すいぎんろう 

熏陸、 烏 薬、 水銀 郎等の、 XX 質が 入れて あった こと 

を。 

そうして さらに 知らなかった。 管から 吹き出し てい 

ばが しょう たいふく し とちゅう 

る 香水の 中に、 馬 牙硝、 大 腹子、 杜仲 などの、 同じく 

XX 的 香料が、 まぜられて あつたと いう こと を。 

いつまでもお 紅 は 陶然と して、 香水の 霧に 巻かれて 

いる。 

しかし それから 体 を 拭って、 垂布 をく ぐって 前 房へ 

出て、 そうしてい ぜんとして 一糸も纏わず、 バタ ビヤ 



たく 艷麗 であった。 と、 その 顔 を 抑えよう として か、 

薄 衣の 縁から 両腕 を 延ばし、 肘から 湾の ように 丸く 曲 

てのひら 

げたが、 直ぐに 掌 で 顔 を 抑えた。 と、 脇 下の 可愛ら 

しい 窪 味が、 きわだって 黒く 見て取れた。 

烈しく 喘いで いるら しい。 胸から 胴から 下腹部から、 

延ばされた 二 本の 脚の 方へ、 蜒 のよう な ものが 伝わつ 

て 行く。 のた 打って いる 爬虫類 さながら である。 

そういうお 紅 を 載せて いると ころの、 天鵞※ 〔# 「糸 

さ つ き 

+ 戊」、 513- 下 張りの 異国 風の 寝椅子 は、 先刻から 絶 

間の ない リズム を もって、 上へ 下へ と 揺れて いる。 

お 紅の 心へ 萌した もの は、 異性 恋し さの 心 持で あつ 



た。 

その 異性の 対象 は、 最初 は 北 畠 秋 安であった。 

I 妾 ！ 妾 を ！」 

で、 若々 しい 健康ら しい、 秋 安の 肉体 を 描いて みた。 

めおと 

「妾 は あのお 方と 約束 をした。 行末 夫婦に なり ましよ 

うと。 …… おいで 下され！ おいで 下され！ そうし 

て 妾 を 愛撫して 下され！」 

次第に 心が 恍惚と して 来る。 全身が 鞣 めされ 麻痺 さ 

れて 来る。 処女 心が 失われよう とする。 

「ああ 妾に は 誰でもい い」 

不健全で 好色で 惨 忍な、 秀 次の 顔が 浮かんで 来た。 



…… 殿下から 拝領の 生絹 を やろう、 殿下から 拝領の 羅 

紗布を やろう、 殿下から 拝領の 紋唐革 を やろう。 もし 

お前が 欲しい というなら、 剌繡 した 黒 天鵞※ 〔# 「糸 + 

戊」、 515- 下^〕 を くれてやる。 黄金 を やろう、 背負いき 

れ ない ほどの 黄金 を！」 

どうやら 最後の この 言葉 は、 四 塚の 姥を まどわした 

らしい。 

しばらくの 間 は 黙って いたが、 諂うよう に 声をかけ 

た。 

「黄金 を 下さる と 有 仰る ので？」 

「やる よ やる よ、 背負い きれない ほど やる よ」 



「まあまあ 左様で ござります か、 考える ことにい たし 

ましょう。 妾 はすつ かり 老い 枯 ちて 居ります。 この 女 

部屋の 宰領 役 さえ、 わずらわし いものに なりました。 

どうぞ 閑静な 土地へ 参って、 安楽な くらし をいた した 

いもので。 それに はお 宝が 入，， 用リ ますので。 …… 貴郎 

様が それ を 下さる という。 有難い ことで ござり ますよ _ 

では この 扉 を あけましょう。 ご 自身に お入りな さり ま 

せ。 ご 自身に 寝 部屋へ 参られ ませ」 

すぐに 力 チカ チと 音が した。 どうやら 錠で も あける 

らしい。 

「有難い 有難い 礼 を 云う ぞ。 そうしたら 俺 はお 紅 を 連 



「かしこまりまして 1 /さります」 

密 房の 扉が あけられ ている。 

砂金 色の 燈 火が 隙から 射して、 廊下 を 明るく 照らし 

ている。 

血 刀 を 下げて 突っ立って いるの は、 宿老の 木 村 常 陸 

介であった。 

足 許に 死骸が 転がって いる。 一刀で 仕 止められた 小 

四郎の 死骸で、 肩から 胸まで 割られて いる。 

切 口から 流れた 血が 溜まって、 廊下へ 深紅の 敷物で 

も、 一枚 厚く 敷いた ようであった。 

「聚 楽の 乱脈 はこの 有様 だ。 とうてい 長い 生命で は あ 



で、 春が 巡って 来た。 花園の 森に は 松の 花が 咲き、 

ラずら 

桜の 花が 散り 出した。 そうして、 麦の 畑で は、 鶉 〔# 

「鶉」 は 底本で は 「鵜 匕 が ヒヒ啼 きを 立て はじめた。 

そういう 花園の 森の 中に、 三人の 男女が 坐って いた。 

香具師 姿の 男女で ある。 一 人 は その 名を梶 右衛門と 

云って、 六十 を 過ごした 老人で あり、 一人 は その 名 を 

梶太郎 と 云って、 その 老人の 子であった。 二十 三 歳の 

若者で ある。 そうしてもう 一人 は 萩 野であった。 香具 

師 姿の 萩 野であった。 

「若い者 同志 は 若い者 同志、 話 をす るの が 面白かろう。 

どれどれ 俺 は 見廻って 来よう。 …… 奴ら あんまり 騒ぎ 



女 はどうし たこと やら」 

感慨に たえない というよ うに、 秋 安 はしめ やかに 眩 

ヽ こ、、. i ヽ 

レたカ 

「ど こぞで 幸福に くらして 居れば よいが」 

「萩 野 様の ことで ございま すか？」 

こうお 紅 は 訊き返し たが、 

「もうどう やら 貴郎 様に は、 怨み も 憎しみ もな くなら 

れ たようで」 

「今では 幸福 をい のる ばかり だ。 …… これ もお 前のお 

蔭な の だよ」 

「まあまあ 何故で ござりましょう？」 



r 可愛ら しい 香具師 さんが 居ります のね」 

こう 云って お 紅が 足 を 止めた ので、 秋 安 も ふと 足 を 

止めた。 

そうして 萩 野へ 眼 を やった が、 萩 野 は その 前から、 

深く 俯向いて いたが ために、 秋 安に は 顔が 見られな 

かった。 そうして 姿 は 香具師 風で ある。 萩 野で ある こ 

とが 何で 判ろう。 で、 ゆるゆると 行き過ぎた。 

が、 お 紅 は 気安そう に、 二人の 香具師の 前まで 行つ 

た。 

「お怒りな すって は 困ります。 私達 は 幸福な ので ござ 

います。 どうぞ 貴 郎方ご 夫婦に も、 祝って いただきた 



いと 存じます。 粗末な 物で は ござり ますが、 私達の 志 

で ござります。 お受け取り なすって 下さい まし」 

云い 云いお 紅 は簪を 抜いた が、 萩 野の 前へ そっと 出 

した。 

「はい、 有難う 存じます」 

顔 を 上げた 萩 野の 眼の 中に、 あふれる 涙が 光って い 

た。 

「お 美しい 貴郎 様のお 志、 いつ 迄 も 忘れ はいたし ませ 

ぬ。 …… 幸福に おくらし 遊ばす よう、 おいのり 致す で 

^ J ざり ましょう」 

「貴 郎方ご 夫婦 もお 幸福に …… 」 
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